
令和８年９月定例会（とやま市議会だよりNo.９２） 

 

 

常任委員会（予算決算委員会）（市議会だより４ページ） 

 

８年度富山市一般会計補正予算など５件については、いずれも原案のとおり

「可決」した。 

 

・総務環境分科会 

８年度富山市一般会計補正予算２件について、審査した。 

 

 

・厚生分科会 

８年度富山市一般会計補正予算など２件について、審査した。 

 

いきいきスポーツライフ事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委員　ランニングコミュニティによる出会い推進事業について、ランニングコ

ミュニティーを新たに立ち上げ、スポーツを通じた自然な出会いの場の創出に

つなげるとのことだが、ランニングを選択した理由は何か。また、他の地域や

施設での先進事例はあるのか。 

市　まず、ランニングを選択した理由については、本年１０月にオープンする

ＹＫＫ　ＡＰアリーナには全国からランニングコースのメッカとして選ばれて

いる富岩運河環水公園が隣接していること、加えてＹＫＫ　ＡＰアリーナに新

たに設けられる交流スペースのラウンジの有効活用が挙げられる。 

次に、先進事例については、北海道日本ハムファイターズが本拠地としてい

るエスコンフィールド北海道で立ち上げられたランニングコミュニティーがあ

る。そのコミュニティーでは、朝ランとサウナ、クラフトビール等を組み合わ

せた交流イベントを開催しており、実際に参加者が本交流イベントをきっかけ

に結婚されたということも聞いている。 

委員　本事業の成果の検証はどのようにして行うのか。 

市　本事業は国の交付金を活用することから、成果を測るための目標指標を設

定している。まず、定量的な評価の指標としては、ランニングコミュニティー

イベントの参加者数が考えられる。次に、定性的な評価の指標としては、例え

ば、参加者へのアンケート調査によるコミュニティーの満足度等を測ることを

考えている。これらの指標を合わせて評価することで、本事業を検証していき

たいと考えている。 



・経済教育分科会 

８年度富山市一般会計補正予算など３件について、審査した。 

 

学校保健事務費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

委員　学校給食非喫食者補助事業について、食物アレルギー等のある、なしに

かかわらず、児童生徒が同じ場所で同じ学校給食を食べられることが、目指す

べき姿であるが、今後、アレルギー対応の学校給食の提供について考えている

のか。 

市　学校給食での食物アレルギー等への対応において、最優先すべき事項は安

全性であると考えている。 

本市の学校給食においては、同じものを提供するのか、提供しないのかの、

二者択一を基本とした上での段階的な対応を行っており、現在、除去食につい

ては鶏卵のみ対応しているところである。 

国や県の指針においても、安全性の確保のためには、多段階の除去食や代替

食の提供等の複雑な対応はできるだけ行わず、調理場の規模、能力に応じた対

応が求められている。 

本市においては、全員が同じ学校給食を食べられるような対応については、

難しい課題があるものと考えているが、食物アレルギー等がある児童生徒であ

っても、学校給食を食べられるよう、献立にはできるだけ工夫をしているとこ

ろである。 

 

 

・建設分科会 

８年度富山市一般会計補正予算など３件について、審査した。 

 

８年度富山市水道事業会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

委員　流杉浄水場の運転管理業務委託について、業務委託の前後では、運転管

理に従事する市職員数および本業務における受託業者の人員は何名か。 

市　流杉浄水場の運転管理業務委託は平成２１年度から行っており、委託前の

平成２０年度の流杉浄水場の市職員数は２４名で、そのうち運転管理業務を行

う職員は１２名である。 

また、８年度の流杉浄水場の市職員数は１１名で、運転管理業務委託の受託

業者の人員数は１２名となっており、常時運転管理に従事する実質的な人数は

変わっていない。 

 



委員　流杉浄水場の運転管理業務委託について、水質検査などの業務内容の見

直しにより、業務委託料が８４８万円減少したとのことだが、具体的にはどの

ような見直しを行ったのか。 

市　これまでは、水質検査の補助業務として、分析に必要な試薬の作成や検査

器具の準備、洗浄等を委託業務としていたが、８年度から配置換えをし、水質

検査を担当する職員を１名増員したことに加えて、分析に係る精密機器を計画

的に導入することで水質検査体制の確立や検査作業の効率化が図れることから、

人員を含めて作業を合理化、迅速化し、委託業務を削減する見直しを行った。 

 

 

 

 

常任委員会（部門別常任委員会）（市議会だより５ページ） 

 

＜総務環境委員会＞ 

富山市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例制定の件など２件に

ついては、いずれも原案のとおり「可決」した。 

 

 

＜厚生委員会＞ 

富山市保健所条例の一部を改正する条例制定の件など１１件については、い

ずれも原案のとおり「可決」した。 

 

 

【所管部局からの報告事項】 

○福祉保健部 

・富山市手数料条例の一部を改正する条例制定の件 

・高齢者インフルエンザ予防接種における高用量インフルエンザワクチンの 

使用中止 

・富山市・医師会急患センターにおける手数料の誤徴収 

○こども家庭部 

・富山市保育施設の再編及び民営化に関する基本方針 

○市民生活部 

・ＹＫＫ ＡＰアリーナのオープン 

 

 



＜経済教育委員会＞ 

工事請負契約締結の件（熊野小学校長寿命化改良（その２）工事）など５件

については、いずれも原案のとおり「可決」した。 

 

【所管部局からの報告事項】 

○商工労働部 

・富山市融資制度における融資利率の改定 

 

 

＜建設委員会＞ 

富山市公共交通活性化事業基金条例制定の件など２件については、いずれも

原案のとおり「可決」した。 

 

【所管部局からの報告事項】 

○上下水道局 

・令和８年熊本地震における上下水道局による災害支援活動 

○建設部 

・神通大橋（上流側）架替事業 

〇活力都市創造部 

・市所有車両の定期点検の未実施


